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太地町事前復興計画の策定について

＜都市計画マスタープランに復興事前準備を位置付け策定＞

○令和3年3月に策定した「太地町都市計画マスタープラン」に復興
事前準備の取組の推進を位置づけ。（令和元年度作成開始）

○復興まちづくりの整備方針やイメージを提示。

○地震や津波による大規模災害から早期の復旧・復興を実現するた
めに、あらかじめ、復興まちづくりに向けた体制や手順を記した「太地
町事前復興計画」を策定。

【太地町都市計画マスタープラン策定委員 9名】
識験者 3名、一般 2名、町議会議員 2名
行政機関委員 2名

「都市計画マスタープラン」と「事前復興計画」の位置づけ

【都市計画マスタープラン編】

（太地町都市計画マスタープランより抜粋）
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太地町事前復興計画の策定について 【都市計画マスタープラン編】

（太地町都市計画マスタープランより）

開催日 主な審議内容

第 1 回 令和元年11月25日（月） （1）都市計画マスタープランについて

（2）本町のまちづくりの方向性について

   1）現状と課題

   2）まちづくりの方向性・理念・基本目標（たたき台）

第 2 回 令和 2年 2月 5日（水） （2）都市計画マスタープランの策定作業

   1）都市づくりの目標

   2）将来人口

   3）将来都市構造

   4）都市整備の方針／土地利用と市街地整備の方針

（3）復興計画事前策定

   1）復興計画事前策定について

   2）本町の被害想定と策定の進め方について

   3）アンケート調査票（案） 

第 3 回 令和 3年 1月22日（金） （1）前回の振り返り

（2）復興計画事前策定（報告）

   1）復興計画事前策定状況について

（3）都市計画マスタープランの策定作業

   1）将来都市構造（事前復興計画の反映）

   2）都市整備の方針

   3）実現化に向けて

第 4 回 令和 3年 3月 5日（金） （1）前回の振り返り

（2）パブリックコメント実施状況

（3）都市計画マスタープラン（素案）について

■太地町都市計画マスタープラン策定委員会
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太地町事前復興計画の策定について

＜太地町事前復興計画の策定＞

【策定委員について】
〇太地町事前復興計画策定委員会委員（７名）
（委 員 長）◎和歌山大学 准教授
（副委員長） 太地町社会福祉協議会 会長
（委 員） 太地町議会

◎総務厚生常任委員会 委員長
◎産業建設常任委員会 委員長
和歌山県都市政策課 副課長
太地町漁業協同組合 参事
UR都市機構 まちづくり支援 課長

◎・・・「都市マス」と「事前復興」の重複委員

【委員会の開催】
〇太地町事前復興計画策定委員会
第１回 令和2年12月9日
第２回 令和3年1月28日
第３回 令和3年2月26日

令和３年３月に策定した事前復
興計画（全82頁）を住民に説明
するための資料として、令和３年度
に概要版（全12頁）を作成、タイ
トルを 「復興後の太地のすがた」と
した。
また、概要版は、上空からみた手
書きのパース図で復興後のまちのす
がたを描くことにより分かりやすく、柔
らかい表現ができるように配慮した。

【パース図】 太地町全域

【事前復興計画編】

太地町全域他パース図６枚作成

概要版のポイント（抜粋）
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太地町事前復興計画の策定について 【事前復興計画編】

＜南海トラフ巨大地震の津波浸水想定区域＞

和歌山県による南海トラフ巨大
地震の津波浸水想定区域内の世
帯数は、843世帯、1,582人（平成
31年4月1日現在）です。同年同月
の太地町の推計人口は1,346世帯、
2,887人であり、世帯の63.4％、人
口の54.8％が津波浸水想定区域
内に居住していることになる。
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太地町事前復興計画の策定について 【事前復興計画編】

＜事前復興計画の基本的方針＞ ＜まちづくりの時間的な捉え方＞

平時のまちづくりの指針となる「太地町都市計画マ
スタープラン（以降都市マス）で」は、おおよそ20年
後の将来を見定め直近10年間に高台居住や都市
機能をゆるやかに誘導することとしている。
一方、事前復興計画は、都市マス計画期間終
了後に被災したと仮定し、都市マスが見定めている
20年後の目標に向かって復興まちづくりを進めること
になる。都市マスではゆるやかにまちづくりを進めるた
め、目標年次でも達成できない可能性が高いのに
対し、事前復興計画では、被災後スピーディに目指
す将来都市構造が達成されることとなる。

6



太地町事前復興計画の策定について 【事前復興計画編】
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太地町事前復興計画の策定について 【事前復興計画編】
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太地町事前復興計画の策定について 【事前復興計画編】

大規模災害への対応は、初動対応、復旧、復興の業務が連続し、一部

の期間が重なりあう。また、大規模災害の発生直後から、職員の不足や庁
舎機能等が低下している状況で、災害応急対応業務等を最優先で迅速か
つ適切に実施するとともに、一刻も早い復興を成し遂げるため、 復興まちづ
くりに着手する必要がある。
そのため、あらかじめ、復興まちづくりに向けた、本町における事業、業務や
体制の整備や整理を進める。

（1) 町役場の移転
（2）高台・アクセス道路の整備
（3）切土・盛土等調査設計の事前検討
（4）上水道における耐津波対策の検討
（5）地籍調査の推進
（6）体制
1）庁内体制
2）広域調整
3）発注について

（7）事前の合意形成の推進

＜被災前に取組んでおくべき事項＞
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事前復興計画の住民説明について

令和4年4月20日から4月28日にかけて「事前復興計画」住民説明会を開催、町内10地区（10

回）に加え、全地区（2回）の計12回実施する。

10地区については、集会所等を会場として、日中（午前10時、午後2時）に開催、主に高齢者層を
対象とする。また、全地区については、公民館を会場として、午後７時から開催、幅広い世代が参加でき
るように配慮する。

＜住民説明会の開催について＞

※概要版本編の説明に加え、パース図と実際の上空からの映像などを交えて説明する。

全地区では、プロジェクターを使用するが、各地区の説明会では、膝を突き合わす地区
の懇談会をイメージし、印刷（上下でパウチ）したものを提示する。
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事前復興計画の住民説明について
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※事前復興計画住民説明会の開催の周知について
・説明会の通知を各戸配布（令和４年４月１日付け 約1,350世帯 ）
・防災行政無線にて町内放送（開催 前日及び当日)

開 催 日 時 間 対 象 地 区 会 場 参加人数

4/20（水） 10：00
14：00

大東区
小東区

東新集会所
〃

7人
2人

4/21（木） 10：00
14：00

寄子路区
新屋敷区

寄水集会所
東新集会所

5人
6人

4/22（金） 10：00
14：00

水ノ浦区
暖海区

公民館 大集会室
〃 〃

12人
22人

4/26（火） 10：00
19：00

森浦区
全 区

駅舎防災複合施設
公民館 大集会室

17人
5人

4/27（水） 10：00
14：00

常渡区
夏山区

公民館 大集会室
〃 第１研修室

1人
4人

4/28（木） 10：00
19：00

平見区
全 区

平見集会所
公民館 大集会室

15人
5人

◆説明会の実施状況

参加人数 合計 101人



事前復興計画の住民説明について
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【説明会の様子】◆説明会の流れ（約１時間）

・事前復興計画とは
・南海トラフで発生する地震
・過去の地震発生状況
・太地町の過去の大地震
・南海トラフ地震臨時情報
・「概要版」の説明
・地震に対する備え
・防災対策に係る各種補助
・意見交換・質問等

本編（概要版）の説明の前に、南海トラフ地震や過去に発生した地震等の状況につ
いて説明する。

※事前復興計画（配布資料）は、「たたき台」にすぎない。これから住民自身の手でつくりあげてい
くもの、そのため変化していく計画であることを強調した。



事前復興計画の住民説明について

～住民説明会より内容抜粋
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想定地震 どんな地震

東海・東南海・南海３連動地震
●マグニチュード8.7

　南海トラフ沿いの３つの領域（東海・東南海・南海）においては、約90年から150年周期で
繰り返し津波をともなう地震が起きてきた。３つの地震が同時に起こることを３連動地震とい
い、特に大きな被害が想定される。

南海トラフ巨大地震
●マグニチュード9.1

　東海・東南海・南海の震源域より、さらに広域（日向灘を含む）の震源域で地震が連動した
場合の、最大クラスの地震のこと。実際に発生したことを示す記録は見つかっておらず、
発生頻度は極めて低いが、仮に発生すれば極めて甚大な被害が想定される。

　平成２４年８月に内閣府から「南海トラフの巨大地震による・津波髙・浸水域等及び被害想定」が公表され県も平成２
５年３月に、より詳細な津波浸水想定を公表しました。

■南海トラフで発生する地震
　　　　　　　　　南海トラフ・・・駿河湾から九州沖合の海底に伸びている、深い溝状の地形のこと。

想定地震 最大津波高 平均浸水深 到達時間

東海・東南海・南海３連動地震 6ｍ 2.3ｍ 7分
（ 第1波最大津波 ）

南海トラフ巨大地震 13ｍ 4.9ｍ 3分
（ 津 波 高 1ｍ ）

　■太地町で想定される津波の最大津波高・平均浸水深・到達時間

・過去の地震発生状況

※「事前復興計画」を説明する前に、南海トラフ地
震や過去の地震などについて説明する必要があ
ると考える。また、合わせて地震の備えや防災に
関する補助金についても紹介する。 ・ 内閣府発行の冊子「南海トラフ地震－その時の備え－」より抜粋

・ 和歌山県発行の冊子「かけがえのない命をまもるために」より抜粋



事前復興計画の住民説明について
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＜過去の大地震について＞～太地町史より抜粋

〇安政元年（1854）「安政東海地震・安政南
海地震」
６月13日より16日まで地震がつづき、東明

崎の崖がくずれ、民家に相当な被害があった。
この年11月4日（？）、大地震につづき大津波
が押し寄せ、鯨方の大納屋、漁船、民家27戸
が流出し、その他の家も殆ど倒壊して太地は
全滅的な打撃を受けた。

〇昭和19年（1944）「昭和東南海地震」
12月7日 大地震あり、つづいて津波が来襲

して各所に被害があった。特に水ノ浦の被害
が大きかった。

〇昭和21年（1946）「昭和南海地震」
12月21日 大地震が起こり、つづいて津波

が来襲して町内各所に甚大な被害があった。
この地震を南海地震という。



事前復興計画の住民説明について
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◆住民説明会を終えて実施したこと

・太地町事前復興計画（概要版）及び住民説明会の実施状況の結果をＨＰで公表
・本概要版（冊子）を各戸配布（約1,350世帯）

◆意見交換・質問等

・防災訓練をしてほしい。
・地区防災などの話し合いの場をもってほしい（協力してほしい）。
・被災後、持ち主が分からなくなる土地などは、役所に任せるような取り決めなどをしてはどうか。
・避難路の状況について
・避難タワーの建設について
・ ガレキやゴミの処理など自前の焼却炉等で処理していかなければならないのでは （ゴミ処理を
外部へ委託している当町の現状を受けての提案）。
・最低限の食料や水の備蓄などしてほしい。
・堤防の強化策について
・紀伊半島で直下型地震は発生するのか。
・仮設住宅の見込みの戸数は。
・庁舎の移転はいつごろか。
・（本計画の谷埋め盛土の説明を受けて）高台の地区の埋め立ては、10年ぐらいでできるのか。

※参加者の多くは、復興後のすがたより、発生が懸念される地震や津波にどのように対応するか、
に関心を寄せていた。


